
■
自
治
体
の
先
進
事
例
、
大
学
の
研
究
室
か
ら
地
球
環
境

　
群
馬
県
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
目
指
す
「
電
源
群
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
乗
り
出
し
た
。
太
陽
光
や

小
水
力
な
ど
恵
ま
れ
た
自
然
の
力
を
生
か
し
て
自
ら
電
気
を
生
み
出
す
。
官
民
の
ほ
か
、
個
人
の
投
資
も
促
す
た
め

積
極
的
に
県
費
を
投
じ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
が
達
成
で
き
れ
ば
早
期
に
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
県
内
の
一

般
家
庭
の
消
費
電
力
を
賄
え
る
よ
う
に
な
る
。

　
長
崎
大
学
大
学
院
水
産
・
環
境
科
学
総
合
研
究
科
の

吉
田
謙
太
郎
教
授
は
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
経
済
評
価

手
法
を
研
究
し
て
い
る
。
英
語
の
頭
文
字
を
取
っ
て

「
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｂ
」
と
呼
ば
れ
る
生
態
系
や
生
物
多
様
性
の

経
済
学
だ
。
日
本
で
は
２
０
１
０
年
に
愛
知
県
で
開
催

さ
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ

Ｐ

を
機
に
関
心
が
高
ま
っ
た
。
今
後
は
さ
ら
に
企

業
と
の
関
わ
り
が
進
む
と
さ
れ
る
分
野
だ
。

自然の恵みを可視化

再生可能エネで家庭電力賄う
群
馬
県
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
太
陽
・
水
・
風
・
畜
産
融
合億円超の予算案計上電力自給率目標上積み

潜
在
価
値
を
価
格
化
長
崎
大
が
経
済
評
価
手
法
研
究生物多様性保全持続可能な利用目指す

吉
田
謙
太
郎
長
崎
大
学
大
学
院
教
授

太田市は太陽光を中心に環境に配慮した町づくりを積極的に進める

群馬産業技術センター敷地内を試走
する電気で走る８輪駆動の低速バス

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ２月２８日 木曜日 　　

Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｂ
に
関
す
る
調
査
の
一
つ
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル

の
世
界
自
然
遺
産
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
湿
原
を
、馬
に
乗

っ
て
調
査
す
る
吉
田
教
授

独
で

年
初
提
唱

　
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｂ
は
生
態
系
が
も

た
ら
す
恩
恵
に
経
済
的
評
価

を
与
え
て
、
重
要
性
の
認
識

に
つ
な
げ
る
。
「
環
境
に
価

格
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
」
と
、
吉
田
教
授
は
説
明

す
る
。

年
に
ド
イ
ツ
で
の

主
要
国
環
境
大
臣
会
合
で
初

提
唱
さ
れ
、
そ
の
後
に
国
連

環
境
計
画
が
主
導
し
て
報
告

書
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
は
「
自

然
の
恵
み
」
の
こ
と
。
海
や

森
林
、
鉱
山
や
農
地
な
ど
自

然
資
源
が
も
た
ら
す
食
料
や

浄
化
作
用
、
景
観
、
観
光
価

値
な
ど
幅
広
い
。
我
々
は
こ

れ
ら
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
受

け
て
い
る
が
、
市
場
取
引
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
価

格
は
な
い
。

　
歴
史
的
に
は
自
然
を
無
料

と
み
な
し
、
価
値
を
考
慮
せ

ず
に
開
発
し
て
き
た
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
潜
在
価

値
に
価
格
を
つ
け
て
可
視
化

す
る
こ
と
で
、
自
然
環
境
の

重
要
性
の
認
識
に
つ
な
げ

る
。
そ
し
て
生
物
多
様
性
の

保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
を

目
指
す
。

　
価
値
の
算
出
方
法
は
対
象

や
目
的
で
異
な
る
。
例
え
ば

自
然
の
機
能
を
人
為
的
手
段

で
代
替
し
た
コ
ス
ト
や
、
農

作
物
の
価
格
を
指
標
に
す
る

手
法
が
あ
る
。
ま
た
自
然
に

隣
接
す
る
不
動
産
の
評
価
に

は
、
風
景
が
見
え
る
か
ど
う

か
で
地
価
に
差
が
あ
る
か
な

ど
で
算
出
す
る
。
景
勝
地
の

観
光
価
値
は
旅
行
費
用
や
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
手
法
も
あ

る
。環

境
税
算
出
に
活
用

　
具
体
的
な
活
用
例
と
し
て

は
、
環
境
税
導
入
な
ど
の
政

策
評
価
が
あ
る
。
自
治
体
が

浄
水
施
設
を
設
置
す
る
に
あ

た
り
、
家
庭
で
浄
水
に
か
け

る
コ
ス
ト
か
ら
税
金
額
を
算

出
し
た
。
ま
た
自
治
体
が
公

園
に
植
樹
す
る
場
合
、
地
域

の
固
有
種
を
植
え
る
こ
と
が

メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
。
一

方
で
通
常
よ
り
コ
ス
ト
が
か

か
る
た
め
、
メ
リ
ッ
ト
の
経

済
価
値
を
算
出
す
る
こ
と

で
、
増
え
る
コ
ス
ト
と
の
比

較
が
可
能
に
な
る
。

　
吉
田
教
授
の
研
究
に
は
沖

縄
県
で
の
希
少
動
物
の
保
護

や
福
島
県
奥
会
津
の
森
林
生

態
系
の
保
護
に
関
す
る
も
の

が
あ
る
。
沖
縄
で
は
固
有
種

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
が
、
外
来

の
マ
ン
グ
ー
ス
に
捕
食
さ
れ

て
い
る
状
況
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
保
護
の
た
め
マ
ン
グ
ー

ス
駆
除
に
数
億
円
を
か
け
て

い
る
。
こ
こ
で
ヤ
ン
バ
ル
ク

イ
ナ
が
生
息
す
る
環
境
の
保

護
に
よ
る
価
値
を
評
価
す
る

こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
妥
当
性

が
検
証
で
き
る
。

　
ま
た
森
林
保
護
に
お
い
て

は
「
人
手
を
ま
っ
た
く
入
れ

な
い
方
が
良
い
場
合
と
、
住

民
が
従
来
の
生
活
を
続
け
な

が
ら
保
護
す
る
方
が
良
い
場

合
も
あ
る
」

吉
田
教
授

と
い
う
。
現
在
、
吉
田
教
授

は
環
境
省
「
生
物
多
様
性
の

経
済
的
価
値
の
評
価
に
関
す

る
検
討
会
」
の
委
員
と
し

て
、
鹿
児
島
県
奄
美
群
島
の

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
保

護
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｂ
は
行
政
分
野
だ

け
で
は
な
く
産
業
領
域
で
も

有
効
だ
。
欧
米
が
先
進
地

で
、
大
き
な
流
れ
は
開
発
と

環
境
保
護
の
差
し
引
き
を
な

く
す
「
ノ
ー
ネ
ッ
ト
ロ
ス
」

の
原
則
。
開
発
や
建
物
の
高

さ
を
、
同
等
価
値
の
森
林
を

保
護
目
的
で
購
入
す
る
な
ど

し
て
相
殺
す
る
も
の
だ
。

　
日
本
で
は
現
在
、
企
業
の

社
会
的
責
任

Ｃ
Ｓ
Ｒ

分

野
で
の
活
用
が
中
心
だ
と
い

う
。
だ
が
今
後
は
生
物
多
様

性
に
配
慮
し
た
商
品
が
、
購

買
動
機
に
つ
な
が
る
社
会
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
吉
田
教
授
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
説
明
す
る
。
以
前
は
リ

サ
イ
ク
ル
と
い
う
考
え
方
は

な
か
っ
た
。
だ
が
循
環
型
社

会
が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
は
材
質
を
変
え

た
り
、
推
奨
品
を
つ
く
っ
た

り
す
る
な
ど
消
費
者
教
育
が

進
展
。
分
別
し
や
す
い
素
材

や
製
法
、
表
示
な
ど
が
進
化

し
て
き
た
。

　
こ
れ
と
同
様
に
生
物
多
様

性
に
お
い
て
は
「
環
境
に
悪

い
方
法
で
採
っ
た
原
材
料
を

使
っ
た
商
品
は
買
わ
な
い
な

ど
、
消
費
者
の
購
買
を
左
右

す
る
判
断
要
素
に
な
る
」

同

と
指
摘
す
る
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は

年
の
中

長
期
目
標
と
し
て
自
然
と
の

共
生
の
実
現
を
掲
げ
た
。

年
の
短
期
目
標
は
生
物
多
様

性
の
損
失
を
止
め
る
た
め
効

果
的
で
緊
急
な
行
動
を
取

る
、
と
し
た
。
現
在
、
国
は

年
に
策
定
し
た
「
生
物
多

様
性
国
家
戦
略
２
０
１
２
―

２
０
２
０
」
を
推
進
し
て
い

る
。
吉
田
教
授
は
「
生
物
多

様
性
が
社
会
に
広
が
る
た
め

に
は
、
行
政
と
経
済
界
が
と

も
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

だ
」
と
力
を
込
め
る
。

緑
守
る
新
税
検
討

　
県
土
の
３
分
の
２
を
森
林

が
占
め
る
群
馬
県
は
、
森
を

守
る
取
り
組
み
が
動
き
だ

す
。
県
は
森
林
の
保
全
や
整

備
を
目
的
に
「
ぐ
ん
ま
緑
の

県
民
税

仮
称

」
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。
近
年
、

木
材
価
格
の
下
落
で
手
入
れ

が
行
き
届
か
な
い
地
域
が
増

え
た
他
、
海
外
資
本
に
よ
る

豊
富
な
水
源
を
狙
っ
た
森
林

買
収
な
ど
新
た
な
課
題
が
浮

上
。
生
活
に
不
可
欠
な
水
を

育
む
森
林
を
県
民
全
体
で
支

え
て
将
来
に
引
き
継
ぐ
狙
い

だ
。

　
法
人
県
民
税
は
均
等
割
の

税
額
の
７
％
相
当
額
、
個
人

県
民
税
は
年
間
７
０
０
円
増

額
さ
れ
る
見
通
し
。
税
収
は

年
間
８
億
２
０
０
０
万
円
を

見
込
み
、
早
け
れ
ば

年
４

月
に
導
入
さ
れ
る
。
す
で
に

同
様
の
新
税
は
全
国

県
超

で
始
ま
っ
て
い
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
に
は
、
自
治
体
と
企
業

が
手
を
組
む
だ
け
で
な
く
、

住
民
も
参
加
し
、
一
丸
と
な

っ
た
行
動
が
欠
か
せ
な
い
。

　
「
県
の
特
色
を
生
か
し
て

太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
よ
り
一

層
、
強
力
に
推
進
す
る
」
。

２
０
１
３
年
度
の
当
初
予
算

案
の
説
明
会
見
で
大
澤
正
明

知
事
は
そ
う
力
を
込
め
た
。

電
源
群
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

億
８
２
８
万
円
を
計
上
。

そ
の
う
ち
１
億
円
は
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
特
別
会
計
」
と
し

て
新
設
し
た
。
県
が
保
有
す

る
施
設
に
自
家
消
費
を
メ
ー

ン
と
し
た
設
備
の
設
置
を
進

め
る
。
水
道
課
は
総
事
業
費

約
１
億
３
０
０
０
万
円
を
投

じ
て
小
水
力
発
電
所
を
建
設

す
る
。

年
６
月
末
の
稼
働

を
予
定
。
最
大
出
力
は

と
一
般
家
庭
１
２
０
軒
分

に
相
当
す
る
。
畜
産
県
の
特

徴
を
生
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
や
中
小
型
の
風
力
な
ど

自
然
の
恵
み
を
余
す
こ
と
な

く
電
源
と
し
て
活
用
す
る
。

ま
た
、
県
が
主
導
し
て
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
病

院
、
高
齢
者
施
設
な
ど
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

を
促
し
て
災
害
時
の
電
源
を

確
保
す
る
狙
い
も
あ
る
。
県

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
電
力
自
給
率
を
現
状
の

約

％
か
ら

年
度
に

・

１
％
ま
で
引
き
上
げ
る
と
し

て
い
た
が
、
一
連
の
増
強
に

よ
っ
て
前
倒
し
で
達
成
し
て

目
標
を
上
積
み
す
る
。

　
日
照
時
間
が
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
群
馬
。

年
７
月

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
が

始
ま
っ
て
か
ら
は
、
大
手
を

中
心
に
太
陽
光
発
電
事
業
で

進
出
す
る
企
業
が
相
次
ぐ
。

県
は
こ
れ
ま
で
も
発
電
事
業

者
と
土
地
や
屋
根
の
所
有
者

を
引
き
合
わ
せ
る
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
な
ど
を
開
催
。
だ
が

「
設
置
場
所
や
発
電
方
法
に

よ
っ
て
関
係
部
局
が
異
な
る

た
め
そ
れ
ぞ
れ
が
動
く
」

群
馬
県
企
画
部
企
画
課
科

学
技
術
振
興
室

な
ど
機
動

性
が
損
な
わ
れ
て
い
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
主
宰
す
る
吉

川
浩
民
副
知
事
と
、
関
係
す

る
部
局
の
担
当
者
で
構
成
す

る
。
さ
ら
に
科
学
技
術
振
興

室
を
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

課
」
と
し
て
再
編
し
、
人
員

も
増
や
す
予
定
だ
。
予
算
と

組
織
を
手
厚
く
充
実
し
、
県

の
や
る
気
を
示
し
た
格
好
。

上
石
洋
一
科
学
技
術
振
興
室

長
は
「
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
地
元
で
有
効
活
用
し
た

い
」
と
し
、
「
全
庁
挙
げ
て

取
り
組
む
」
と
意
気
込
む
。

ふ
ん
尿
で
発
電

　
市
町
村
の
動
き
も
活
発

だ
。
国
が
規
制
緩
和
な
ど
を

通
じ
て
新
産
業
の
創
出
を
目

指
す
「
地
域
活
性
化
総
合
特

区
。家
畜
の
排
せ
つ
物
を
発

電
に
利
用
し
よ
う
と
、
上
毛

三
山
の
一
つ
で
あ
る
赤
城
山

の
南
麓
に
広
が
る
前
橋
市
や

桐
生
市
な
ど
が
指
定
を
受
け

た
。
県
内
で
発
生
す
る
毎
年

の
排
せ
つ
物
は
約
３
１
０
万

。農
地
が
減
り
、２
割
ほ
ど

が
堆
肥
と
し
て
利
用
さ
れ
ず

に
余
る
と
い
う
。
臭
気
の
問

題
や
処
理
費
用
、
堆
肥
化
の

コ
ス
ト
が
課
題
だ
。
ふ
ん
尿

が
電
気
に
生
ま
れ
変
わ
れ
ば

畜
産
家
が
自
ら
消
費
し
、臭

気
も
改
善
す
る
。県
や
群
馬

大
学
、
高
崎
市
の
地
元
企
業

が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
焼
却
装

置
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
通
常
は
排
せ
つ
物
を
８
０

０
度
Ｃ
の
高
温
で
燃
や
す

が
、
「
低
温
ガ
ス
化
」
と
い

う
技
術
を
用
い
て
６
０
０
度

Ｃ
で
焼
却
す
る
。
発
生
し
た

水
素
や
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
電

に
使
う
。
ま
ず

年
度
に
１

日
の
処
理
能
力
が
２

の
装

置
で
実
証
試
験
に
乗
り
だ

し
、

年
度
を
め
ど
に
現
場

の
畜
産
家
で
の
本
格
導
入
に

つ
な
げ
る
。
乗
り
越
え
る
べ

き
技
術
の
壁
は
高
い
が
、
視

線
は
海
外
に
も
向
く
。
東
南

ア
ジ
ア
や
欧
州
、
米
国
な
ど

世
界
の
畜
産
地
域
で
の
事
業

化
も
視
野
に
入
れ
る
な
ど
、

群
馬
発
の
技
術
を
発
信
し
、

商
機
に
し
た
い
考
え
だ
。


